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６
年
ぶ
り
の
規
約
改
正

臨
時
総
会
開
催

新
体
制
づ
く
り
は
先
送
り
に
剽

ま
ち
づ
く
り
の
業
務
は

現
体
制
で
定
期
総
会
ま
で

４
月

日
（
金
）
夜
、
市
民
セ
ン
タ
ー
に

１４

て
、
臨
時
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

議
長
に
は
久
泉
剛
さ
ん
（
岡
鼻
区
）
が
選

出
さ
れ
、
議
事
録
署
名
委
員
は
藤
井
登
さ
ん

（
山
出
区
）
と
林
田
民
生
さ
ん
（
前
川
区
）

が
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
ず
第
１
号
議
案
の
規
約
・
規
則
改
正
の

件
が
審
議
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
（
詳
細
は
２

㌻
以
降
に
掲
載
）
。

続
く
第
２
号
議
案
の
新
役
員
選
出
の
件
に

つ
い
て
は
、
役
員
候
補
者
の
選
出
が
い
ま
だ

で
き
て
い
な
い
こ
と
が
選
考
委
員
代
表
の
城

出
憲
一
さ
ん
（
上
村
区
）
か
ら
報
告
が
あ
り
、

「
５
月

日
の
総
会
に
お
い
て
選
出
を
す
る
」

27

と
い
う
こ
と
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

閉
会
後
は
、
今
年
度
初
め
て
の
部
会
を
開

催
し
、
部
会
の
組
織
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

剾

議

長

を

務

め

た

久
泉
剛
さ
ん

選
考
委
員
代
表

劁

城
出
憲
一
さ
ん
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柘
植
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地
区
市
民
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タ
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内
）
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四
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話

四
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八
八
八
〇
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—
八
八
八
三

発
行
日

二
〇
一
七(

平
成
二
十
九)

年
五
月
一
日
（
月
）

柘
植
地
域
内

か
所
に
カ
ラ
ー
版
設
置
中
で
す

１２

柘
植
地
域
俳
句
コ
ー
ナ
ー

苗
木
屋
の

棚
三
段
の

茄
子
の
苗

冨
山
文
夫

まち協は市と区・住民のﾊﾟｲﾌﾟ役として重要で

ある。しかし年々課題が増えている実情がある。

最近の成果は、

①『まちづくり計画』改定議論が不十分だった

が、規約や規則の改正については議論できた。

②保育園跡地利活用の検討を行い、現在、２つ

のNPOで運営・開業ができる見通しが立っ

てきた。

③HPのリニューアル（スマホ対応）により、

まち協情報が幅広い年代に身近になった。

最近の課題は、

①予算不足をどう補っていくか

②役員等のなり手が非常に少ない

…一人ひとりが前向きに知恵を出し

合って柘植地域のまちづくりを進

めていきましょう。

（阪井会長挨拶より）
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臨
時
総
会
第
１
号
議
案

改
正
の
主
な
ポ
イ
ン
ト

協
議
会
事
務
局

★
改
正
に
至
っ
た
経
過
★

昨
年
度
（
平
成

年
度
）
、
事
業
計
画
の

28

中
で
、
『
ま
ち
づ
く
り
計
画
』
な
ら
び
に
規

約
を
見
直
し
改
定
す
る
こ
と
を
、
重
要
な
事

業
の
一
つ
と
し
て
掲
げ
ま
し
た
。
結
果
、
『
計

画
』
見
直
し
と
評
価
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各

部
会
・
運
営
委
員
会
で
の
審
議
を
経
て
『
評

価
（
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
）
』
を
９
月

日
に

１５

全
戸
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
『
ま
ち
づ
く
り
計
画
』
の
内
容

を
５
年
先

年
先
ま
で
見
越
し
て
議
論
し
あ

１０

う
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
、
月
日
が
経
過
し

現
在
に
至
り
ま
し
た
。

と
は
い
え
、
会
計
に
直
結
し
、
ま
ち
協
や

区
の
運
営
に
も
大
き
く
関
わ
る
「
規
約
や
規

則
」
に
つ
い
て
は
、
現
状
を
踏
ま
え
て
改
定

せ
ず
に
は
済
ま
な
い
状
況
と
判
断
し
、
運
営

委
員
会
で
の
議
論
・
承
認
を
経
て
今
回
上
程

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

協
議
会
組
織
に
つ
い
て

○
役
員
（
第
５
条
）

会

長

１
名

副
会
長

４
名

（
う
ち
１
名
は
男
性
又
は
女
性
と
す
る
）

書

記

１
名

会

計

１
名

改
正
理
由
：
市
行
政
等
か
ら
の
要
請
事
項

は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
ち
協
の
舵
取

り
役
で
あ
る
役
員
会
で
の
議
論
に
柘
植
地
域

区
の
意
見
を
よ
り
反
映
さ
せ
て
い
く
た
め

１２に
、
区
長
２
名
（
こ
れ
ま
で
１
名
）
が
役
員

に
入
り
ま
す
。

○
顧
問
（
第
９
条
）

顧
問
は
、
会
長
の
求
め
に
よ
り
、
会
の
運
営

に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

改
正
理
由
：
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
運
営

に
つ
い
て
、
よ
り
一
歩
踏
み
込
ん
だ
議
論
を

進
め
る
際
に
、
顧
問
様
の
大
所
高
所
か
ら
の

ご
意
見
を
拝
聴
す
る
こ
と
は
た
い
へ
ん
有
意

義
で
あ
る
と
考
え
、
顧
問
の
役
割
を
記
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

協
議
会
の
役
割
運
営
に
つ
い
て

○
実
践
と
評
価
（
第

条
）

１２

各
所
管
に
関
わ
る
事
項
（
『
ま
ち
づ
く
り
計

画
』
の
内
容
や
事
業
内
容
等
）
を
審
議
及
び

実
践
・
評
価
を
す
る
。

改
正
理
由
：
活
動
は
「
実
践
」
だ
け
で
は

な
く
、
そ
の
実
践
を
ふ
り
か
え
っ
て
、
「
評

価
」
す
る
こ
と
が
、
よ
り
有
効
な
取
り
組
み

を
生
み
出
す
た
め
に
大
切
で
す
。

協
議
会
の
組
織
に
つ
い
て

○
部
会
・
実
行
委
員
会
（
第

・

条
）

１２

１３

部
会
に
は
、
部
会
長
を
置
く
。
ま
た
副
部
会

長
、
部
会
会
計
等
を
必
要
に
応
じ
て
置
く
こ

と
が
で
き
る
。

実
行
委
員
会
に
は
、
実
行
委
員
長
を
置
く
。

ま
た
副
実
行
委
員
長
、
実
行
委
員
会
会
計
等

を
必
要
に
応
じ
て
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

改
正
理
由
：
各
部
会
に
は
部
会
長
を
置

き
、
副
部
会
長
あ
る
い
は
会
計
、
班
長
な
ど

部
会
長
以
外
は
、
そ
の
部
会
が
運
営
上
、
あ

る
い
は
事
業
推
進
上
、
や
り
や
す
い
よ
う
に

役
職
を
定
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。
実
行
委
員
会
に
つ
い
て
も
同
様
で
す
。

こ
れ
ま
で
あ
い
ま
い
で
あ
っ
た
「
事
業
主

体
」
を
明
確
に
し
、
「
事
業
主
体
」
が
計
画

や
予
算
を
立
て
、
運
営
委
員
会
・
総
会
に
て

提
案
し
ま
す
。

運
営
委
員
会
の
構
成
は
、
後
掲
の
「
組
織

図
」
に
あ
る
よ
う
に
、
部
会
か
ら
は
部
会
長

の
み
と
し
、
必
要
な
と
き
は
実
行
委
員
会
の

代
表
も
参
加
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

ま
た
運
営
委
員
会
本
来
の
目
的
は
事
業
計

画
と
反
省
評
価
の
審
議
・
承
認
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
年
間
の
会
議
開
催
数
を
半
減
さ
せ
、

立
場
に
よ
っ
て
は
過
重
に
な
っ
て
い
た
会
議

へ
の
参
加
負
担
を
減
ら
し
ま
す
。

各
種
連
絡
に
関
し
て
は
、
区
長
部
会
で
事

業
内
容
に
つ
い
て
の
情
報
の
や
り
取
り
を
行

な
う
と
と
も
に
、
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
や
『
ま
ち

づ
く
り
だ
よ
り
』
、
回
覧
物
等
に
よ
り
情
報

の
流
れ
を
担
保
し
ま
す
。

ま
た
「
こ
の
指
と
ま
れ
方
式
」
に
よ
る
実

行
委
員
会
づ
く
り
を
い
っ
そ
う
進
め
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
あ
ろ
う
と
も

自
分
の
能
力
を
発
揮
し
て
い
た
だ
け
る
場
を

ど
な
た
に
対
し
て
も
用
意
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
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協
議
会
の
会
計
に
つ
い
て

○
会
計
（
第

条
）

１５

協
議
会
会
計
は
、
交
付
金
、
補
助
金
、
会
費

（
区
負
担
金
）
、
そ
の
他
収
入
を
も
っ
て
こ

れ
を
あ
て
る
。

改
正
理
由
：
各
区
か
ら
一
律
１
３
０
０
０

円
を
年
会
費
と
し
て
納
入
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
そ
の
現
状
に
合
わ
せ
て
、
収
入
の

項
目
に
、
「
会
費
（
区
負
担
金
）
」
を
挿
入
し

ま
す
。

○
役
員
委
員
の
報
酬
（
規
則
第
４
条
）

改
正
理
由
：
会
長
の
報
酬
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
「
区
長
手
当
と
同
額
の
年

万
円
」

１２

区 分 （人数） 報酬の年額

会長（１） １００,０００円

副会長（４） １７,０００円

書記（１） １２,０００円

会計（１） ２０,０００円

事務局次長（１） １０,０００円

区長（１２） １００,０００円

部会長（６） １７,０００円
（人権同和・健康福祉・生活環境・教育文化・産業交流・女性）

実行委員会の長 17,000円以下で別に定める

と
い
う
こ
と
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
「
区
長
」

を
ま
ち
協
の
委
員
と
し
て
位
置
づ
け
る
の
に

合
わ
せ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
報
酬
を
年

万
円
と

１０

し
ま
す
。
ま
た
別
途
に
会
議
出
席
費
を
予
算

化
し
ま
す
。

ま
た
、
「
会
長
職
」
は
組
織
の
最
終
責
任

者
で
あ
る
と
と
も
に
、
柘
植
地
域
の
顔
と
し

て
各
種
会
合
へ
出
席
し
て
い
た
だ
く
な
ど
の

実
情
が
あ
る
の
で
す
が
、
財
政
厳
し
い
折
、

今
回
の
改
定
額
と
し
ま
し
た
。

た
だ
し
、

今
後
数
年
先

を
見
通
し
た

議
論
を
す
で

に
進
め
て
お

り
ま
す
。

今
後
の
収

入
額
に
も
よ

り
ま
す
が
、

事
業
の
見
直

し
や
予
算
配

分

の

見

直

し
、
加
え
て

自
己
資
金
の

確
保
を
行
な

う
こ
と
で
、

さ
ら
に
規
則

の
改
正
を
し

て
い
く
予
定

で
す
。

左
記
の
組
織
図
は
、
改
正
し
た
規
約
を
ふ

ま
え
、
現
在
の
実
情
を
表
し
た
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

★
今
回
の
改
正
は
ひ
と
つ
の
ス
テ
ッ
プ
★

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
、
当
地
域
の
現
状

に
見
合
っ
た
機
動
力
を
発
揮
さ
せ
、
将
来
に

つ
な
が
る
成
果
を
一
つ
で
も
導
き
出
せ
る
よ

う
な
組
織
と
な
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
改
正
し
ま
し
た
。
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ま
た
、
付
則
を
ご
覧
い
た
だ
く
と
わ
か
り

ま
す
が
、
改
正
は
平
成

年
以
来
６
年
ぶ
り

２３

で
す
。
こ
れ
ま
で
運
営
の
あ
り
方
な
ど
を
し

っ
か
り
と
議
論
す
る
こ
と
な
く
進
め
て
き
た

た
め
い
ろ
い
ろ
と
弊
害
が
出
て
い
ま
す
。
そ

の
反
省
も
込
め
て
今
回
の
改
正
と
な
り
ま
し

た
。時

代
は
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
社
会
と
な

っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
改
正
が
ベ
ス
ト
と
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。
時
代
の
変
化
は
た
い
へ

ん
早
く
、
昨
日
の
価
値
観
が
通
用
し
な
い
と

い
っ
た
時
代
で
す
。
つ
ね
に
規
約
や
組
織
を

見
直
し
な
が
ら
柔
軟
に
運
営
を
し
て
い
け
る

シ
ス
テ
ム
へ
の
変
更
も
考
え
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

今
年
度
は
、
『
ま
ち
づ
く
り
計
画
』
が
多

く
の
住
民
の
視
点
を
活
か
し
て

改
定
し
て
い
け
る
仕
組
み
を
事

業
化
し
て
取
り
組
み
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

・・・ご案内・・・

第30回つつじ祭
主催 余野公園保勝会

日時：５月１４日（日）

9:50～14:00（雨天決行）

まちづくり協議会では、

特産品創出事業の

「黒豆あんまき」(150円)

「黒豆水まんじゅう」(100円)

を販売します。

その他詳細は、5/1に全戸配布
された「案内」（淡いフジ色の
用紙）をご覧ください。

人
権
同
和
問
題
地
区
別
懇
談
会
事
業

柘
植
地
域
会
議

開
か
れ
る

（
兼

人
権
啓
発
合
同
事
業
実
行
委
員
会
）

４
月

日
（
月
）

１７

夜
、
市
民
セ
ン
タ
ー

で
今
年
度
の
伊
賀
支

所
人
権
・
同
和
問
題

地
区
別
懇
談
会
事
業

柘
植
地
域
会
議
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
柘

植
地
域

区
の
人
権

１２

啓
発
推
進
委
員
と
区

長
を
対
象
に
伊
賀
支

所
よ
り
事
業
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
柘
植
地
域

会
議
の
後
に
は
、
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
人

権
啓
発
合
同
事
業
実

行
委
員
会
の
打
ち
合

わ
せ
も
行
い
、
今
年

度
と
来
年
度
の
合
わ

せ
て
２
か
年
の
計
画
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

各
区
単
位
で
の
啓
発
を
基
盤
に
し
な
が
ら

行
う
伊
賀
支
所
地
区
別
懇
談
会
事
業
と
、
柘

植
地
域
の

区
が
協
力
し
て
お
互
い
の
取
り

１２

組
み
を
補
完
し
あ
う
合
同
事
業
を
組
み
合
わ

せ
て
、
柘
植
地
域
の
人
権
啓
発
が
推
進
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

予
定
で
は
５
月

日
（
土
）
午
前
、
い
が

２０

ま
ち
人
権
セ
ン
タ
ー
と
そ
の
周
辺
に
お
い
て

行
な
う
「
近
隣
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
、
６

月
頃
に
、
各
区
が
そ
れ
ぞ
れ
考
え
た
内
容
で

一
斉
に
実
施
す
る
「
人
権
映
画
上
映
会
」
（
一

覧
表
を
６
月
１
日
に
全
戸
に
配
布
予
定
）
。

さ
ら
に
、
秋
（
日
時
未
定
）
に
遠
方
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
し
て
、
津
市
に
あ
る
三
重

県
人
権
セ
ン
タ
ー
や
松
阪
市
に
あ
る
松
浦
武

四
郎
記
念
館
等
を
訪
れ
る
予
定
で
す
。

昨
年
度
は
甲
賀
市
甲
南
に
あ
る
「
や
ま
な

み
工
房
」
や
奈
良
に
あ
る
「
水
平
社
博
物
館
」

な
ど
を
訪
問
し
て

区
み
ん
な
で
研
修
し
ま

12

し
た
。（
『
ま
ち
づ
く
り
だ
よ
り
』
１
６
８
号
、

１
７
９
号
参
照
）

★
☆
★

事
務
局
だ
よ
り

☆
★
☆

▼
新
役
員
選
出
が
で
き
な
い
と
い
う
事
態
に
表
れ
て

い
る
よ
う
に
、
組
織
を
維
持
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

▼
そ
の
理
由
は
、
最
近
の
ご
時
世
の
せ
い
？
、
当
ま

ち
協
の
組
織
の
あ
り
方
に
問
題
が
あ
る
？
、
そ
も
そ

も
伊
賀
市
が
新
し
く
作
っ
た
住
民
自
治
の
枠
組
に
無

理
が
あ
る
？
、
「
先
進
地
」
と
言
わ
れ
て
き
た
当
地

域
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
う
し
た
課
題
が
「
先
進
的
」
に

表
れ
て
く
る
と
も
言
え
る
の
か
も
。
▼
生
み
の
苦
し

み
…
。
臨
時
総
会
で
規
約
等
の
改
正
が
で
き
た
こ
と

で
、
少
し
は
「
産
道
が
広
が
っ
た
」
と
は
思
い
ま
す
。

▼
ま
ち
協
と
い
う
組
織
を
育
て
て
い
く
の
は
、
つ
ま

る
と
こ
ろ
、
一
人
ひ
と
り
の
長
期
的
視
野
の
も
ち
よ

う
、
参
画
意
識
の
あ
り
よ
う
、
そ
し
て
最
終
的
に
は

家
庭
事
情
。
そ
の
総
和
の
結
果
で
す
。
▼
直
面
し
て

い
る
人
口
減
少
社
会
。
地
域
と
し
て
ど
う
対
応
す
る

の
か
？
そ
こ
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
西
田
方
計
）
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